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問題

１．問題の背景
本稿は産業・組織心理学会の学会誌である産業・組織心理学研究に論文を投稿する際に活用できる原稿テンプレートである。本誌の原稿執筆のための基準として「執筆の手引き」(産業・組織心理学会, 2023)があるが，短くまとめられているため実際の記述例は少なく，日本心理学会(2024)の「執筆・投稿のてびき」を参照するよう求めている部分もある。そのため，投稿された原稿の執筆形式にはかなりのばらつきがあり，編集事務局でのチェック，査読のプロセスが円滑に進まない場合がある。そこで，これらの執筆基準に従った原稿テンプレートが用意された。本テンプレートは論文執筆の際に直接文章を上書きする形や，参照する形で用いることができる。

２．原稿のレイアウトと書式
　「執筆の手引き」(産業・組織心理学会, 2023)によると，原稿はA4用紙に1行40文字，30行で作成する。上下左右の余白については規定されていないが，日本心理学会(2024)では3cm以上の余白を取ることになっているので，Microsoft Wordを使用するならば標準の余白で始めるのが望ましい。フォントは10.5ポイント以上で，和文はMS明朝およびMSゴシック，英文はTimes New Roman，Arialを基本とすることになっているが，近年のMicrosoft Wordは標準フォントが游明朝となっているためか，部分的に游明朝が混在した原稿がしばしば投稿される。フォントを一括で設定するには標準フォント自体を変更する方法もあるが，手動で行う場合は，文書全体を選択しMS明朝に変更，続けてTimes New Romanに変更することで，英文にMS明朝が適用されることを避けられる。
　ページ番号，行番号は査読における指摘箇所を明示するためのものである。本誌では表紙からのページ番号，ページごとに1から始まる行番号をつけることになっている。

３．表紙執筆の留意点
　表紙には和文表題，英文表題，英文アブストラクト，和文アブストラクト，和文キーワード，英文キーワードを記載する。著者を特定できないようにするため，付記(謝辞)は原稿には含めず別のファイルとして提出する。
和文の副題は2倍ダッシュ(――)で囲む。しばしば，長音(ーー)やマイナス(－－)などの誤りが見受けられる。英文表題は引用文献リストとは異なり，単語の語頭は大文字とし，前置詞や冠詞などは小文字とする。また，副題はコロン(:)で区切る。
　キーワードは5語以内とし，英文は単数形で，固有名詞を除いて各単語は小文字で記載する。

４．本文執筆の留意点
　句読点は全角マル(。)と全角カンマ(，)を用いる。段落頭の字下げは全角1文字分とする。また，本文中で波線(～)を用いている論文が多く投稿されるが，日本心理学会(2024)の手引きでは使用しないことになっているので使用しないことが望ましい。
　倫理審査委員会名など著者を特定できる情報を伏字にする場合には，文字を伏字(●など)に置き換えることが必要となる。フォントの色を白色にする伏字化は文字情報が原稿に残っているため認められない。


方法

　ここでは見出しの使い方と，本文における文献引用に関しての留意点を説明する。

１．見出し
　見出しは，(1) 章(最上位見出し)，(2) 節，(3) 横見出し，(4) 横小見出しを設けることができる。見出しはその段階によって横位置，前後の改行が異なっているが，文字サイズを変更する必要はなく太字とする。全ての見出しを使う必要はなく，節の中で横見出しを飛ばして横小見出しを使用するような使い方も可能である。また，見出しの後に文章を挟まずに下位の見出しを配置することも可能である。
各見出しの例と使用方法
　章　章の例は11行上の「方法」である。章は番号を振らず中央に配置し，見出しの前は2行，後は1行空ける。ほとんどの論文がIMRaD(Introduction, Methods, Results and Discussion)の区分を章に割り当てている。
節　節の例は10行上の「１．見出し」である。節は算用数字，全角ピリオド，見出しを左寄せで配置する。節のブロック間では1行を空ける。
　横見出し　横見出しの例は6行上の「各見出しの例と使用方法」である。横見出しは左寄せで改行し，横見出しのブロック間では行を空けない。
　横小見出し　横小見出しの例はこの行の「横小見出し」である。横小見出しは一字下げで配置し，一字空けて本文を続ける。横小見出しのブロック間では行を空けない。

２．文献の引用
　文献の基本的な引用方法は，産業・組織心理学会(2023)の手引きが示すように著者名を含めた文章に括弧で発表年を入れる方法と，引用部分の後に括弧書きで著者と発表年をカンマで区切って記載する方法がある(日本心理学会, 2024)。括弧およびカンマは半角，全角が指定されていないが原稿内では統一することが望ましい。和文文献で全角，英文文献で半角を用いることは可能とする。また半角カンマを用いる場合はその後に半角スペースを必要とする。
なお，本節のこれ以降と引用文献リストでは引用の例示のために，実在するが文脈とは無関係の文献を用いる。
著者名の記載方法
　和文，英文に関わらず，2名までの著者の場合は全ての著者名を引用時に使用する。和文で1名の場合(池田, 1986)，2名の場合(鍬田・山村, 2019)，英文で1名の場合(Schachter, 1959)，2名の場合(Cronin & Taylor, 1992)がこれに相当する。3名以上の場合は筆頭著者名のみで以下は省略する(Carrillat et al., 2007; 山内他, 2016)。
複数文献が該当する場合
　基本的な引用方法では1つの引用に対して複数の引用文献が当てはまる場合がある。例えば同一著者による同年発表の文献(厚生労働省, 2022a, 2022b)，姓が同一の別著者による同年発表の文献(G. A. Miller, 1956; N. E. Miller, 1956)，3人以上の著者で筆頭著者以外に異なる人物が含まれる同年発表の文献(小林・入江他, 2023; 小林・山口他, 2023)などである。これらについては日本心理学会(2024)の手引きなどを参照の上，文献が特定できるように記載する。
翻訳書の引用方法
　翻訳された書籍を引用する場合は，日本心理学会(2024)の手引きに従って，翻訳者と翻訳書の出版年も記載する(Schein, 1999 稲葉・尾川訳 2002)。


結果

　ここでは統計分析結果の執筆方法と，図表の掲載方法について説明する。なお本章に記載されている結果や図表は文脈とは無関係な架空のものである。

１．統計分析結果の記載方法
　統計記号は基本的に斜体にし，理論上絶対値が1を超えない数字は1桁目の0を省略して記載することが，統計分析結果の基本的な記載方法となる(F(1, 48) = 0.02, p = .878, ωp2 = .00, 95%CI [.00, .06])。有意確率は.001未満である場合を除いては値そのものを記載することが望ましい。ギリシャ文字はAmerican Psychological Association(2020)のPublication Manualでは正体となっているが日本心理学会(2024)の手引きでは斜体で記載されているため斜体とする(χ2(6) = 1160.43, p < .001, Cramer's V = .33, 95%CI [.31, .35])。

２．図表の記載方法
　図表は，どちらも図表上に図表番号とタイトルを左寄せで配置し，原稿末尾に表，図の順に1ページ1図表を掲載する(Table 1)。本文中での掲載位置は，テキストボックスで示す方法や，本文中にテキストで示す方法があるが，論文内では統一することが望ましい(Figure 1)。Table 1

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Figure 1
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
　表の作成に関する留意点として，日本心理学会(2024)の手引きでは縦の罫線，斜線を用いないことになっているため，特に必要がなければ使わないことが望ましい。また，旧手引きでは一番下の横罫線を用いないことになっていたが，現在はその項は削除されているため横罫線の使用に制限はない。また，一般に表では縦に並ぶ値の小数点の横位置を揃えることが望ましいが，正負が混じった値や有意確率とアスタリスクを同じセルに入力したものを中央揃えした場合などは位置が揃わなくなるため，セルを分けるなどの工夫が求められる(Table 2)。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Table 2
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
図の作成に関しては，旧手引きでは図番号にFig.を用いることになっていたが，現在Figureとなっていることに留意されたい。
　図表の注釈は「注) 」「Note.」の後に記載する形になるが，有意水準の記載にもこれを適用するかが規定されていないため，現在は著者の裁量に任せている。
　図表内のフォントは，印刷時には明朝が用いられるため，原則としてはMS明朝を用いることが望ましい。ただし，作成するソフトによって不可能な場合はその限りではない(Figure 2)。Figure 2



考察

　ここでは論文末尾の引用文献リストの留意点を挙げ，引用文献リストの例に続ける。引用文献リストは様々なパターンを示すために本文中で引用されていない文献も記載している。
引用文献リストの留意点
　引用文献のリストは査読や事務局チェックにおいて表記ミスの指摘が頻出する。そこで，表記ミスが起こりやすい部分の留意点を以下に列挙する。
　本文との対応　本文で引用されている文献が全てリストにあり，リストにある文献が全て本文で引用されている。
著者名　和文の著者名は姓名の間に半角スペースを入れる。
出版年　出版年は括弧で囲みその後にピリオドを入れる。
タイトル　英文の場合，論文名も書籍名もタイトルと副題は頭のみ大文字とし，副題はコロン(:)で区切る。和文の副題は2倍ダッシュ(――)で囲む。
雑誌名　英文雑誌は前置詞や接続詞以外の単語頭を大文字とする。
巻号　雑誌論文で号があるものは巻に続けて号を括弧で囲んで記載する。
DOI　DOIのある論文はhttps://doi.org/00.0000/abc0000.0000の形式で記載する。ハイパーリンクの有無は問わない。
URL　インターネット上にある文献のURLはRetrieved Aug 23, 2025, from https://www.abc.def/の形式で記載する。ハイパーリンクの有無は問わない。
書式　英文書籍名，英文雑誌名，雑誌の巻は斜体とする。論文名や号は斜体にしない。下線や太字は用いない。また，文献情報の途中には自動での折り返し以外の改行を入れず，1文献を1行で記載する。
翻訳書　翻訳書は元文献の情報の後に括弧書きで翻訳書の情報を記載する。日本心理学会(2024)の手引きでは原著者名をカタカナで記載することになっているが，本学会の手引きでは記載しないこととなっている。
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Table 1
回収状況
[image: ]



Figure 1
情報源別の期待評定の分布
[image: ]
注) 情報源は多重比較に基づいて期待降順に配置した。図中に示した有意差より広い範囲の組み合わせは全て有意であった。



Table 2
各情報源の利用率と期待との関連
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Figure 2
自由記述の共起ネットワーク
[image: ]
注) 分析にはKH Coder(樋口, 2020)を使用した。
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